
井尻公民館だより    （令和 4年８月１日発行） 

＜令和 4 年８月号＞    （第 22１号） 

＜連絡・問い合わせ先＞館長 窪田 道忠（ ） 
                 主事 相澤陸奥実（ ）

         

    夏来てもただひとつ葉の一葉哉   松尾芭蕉 
 

関東甲信が今年の梅雨は 6月の終わりごろおわった様子と

の発表がされましたが、７月に入り戻り梅雨との事で、所に

よって、梅雨末期の大雨による水害が多発して来ています。

心配であります。 

桃の収獲もピークを迎えて忙しい時期です。ご苦労様です。 

季節の風物詩の蝉の鳴きも少ない模様ですね。 

あってはならない、許されざる大変な事件が起きました。

遊説中の安倍晋三元首相が凶弾に倒れ、命を奪われる。衝撃

でした。憲政史上、最長政権を築き、内外に大きな功績をも

たらされました。心からご冥福をお祈りいたします。                                                                                                      

絵手紙愛好会       ここに来てコロナ感染が一段と凄さを増し、7波に入って 

     飯島和子   きました。2年余り学習と、ワクチン、予防薬、治療薬と 

で、重症、死亡も多くなくなって居るようですが、心配であります。手洗い、マスク 

密にならないと、酷暑の夏であるが、熱中症にも注意し、心掛けて行動しましょう。 

 
 

今年も市の補助事業、花いっぱい運動で          花いっぱい運動 
花を購入しプランターに植栽しました。 

美しいいろいろの種類が楽しめます。 

児童クラブの子らも綺麗だと喜んでおりました。 
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児童クラブの活動 
 
コロナ禍の中で公民館活動についてはいろいろ制約も緩くなってきておりますが、 

事業計画実施が難しい現状でありますが、多くの愛好会グループが公民館での活動が

行われているのが救いでしょうか。 
又、公民館では、児童クラブに場所を提供しております。児童クラブは基本的にご両

親が仕事等で日中自宅が留守であるため１年生～３年生の子たちを放課後から最大 19
時まで預かる事としています。登録 35 名だが、ほぼ 30 名が利用されております。 
 児童クラブ室は８畳程度のため当然全員での利用者は無理ため隣接の大ホールを解

放しております。 
しかし、このコロナ禍で子達はテーブルに距離を空けて 2 人で座りそれぞれ宿題した

り、本を読んだり DVD を見たりとしているが自由勝手に動き回れないのが現状です。 

その中でも、鶴田、曽根両先生おきましては良き指導をされております。 
 

七夕飾り・防災訓練の模様 

 
  

―2― 



井尻小学校２年生の校外学習 
 

7 月 7 日（木）午前 8.45～9.15 の 30 分位の間、2 年生 20 名、担任の天野先生と共

に、当公民館の見学に来ていただきました。 

事前に 5つの質問いただきました。 

① 1F の靴箱の上に飾ってある証書状はなんですか？ 

② 時々、笛や太鼓の音が聞こえてくるのは？ 

③ 児童クラブってなんですか？ 

④ 公民館はいつできて、どんな事をするところですか？ 

⑤ 南入口から入った所に穴が（吹き抜け）2Fまであいているのはどうしてですか？ 

当日はホールに集い不思議に思っていた事を子達がそれぞれ起立し質問してくれまし

た。館内の図書室、調理室、和室、など案内、和室ではここで笛、太鼓の練習してい

るんだよと説明。 

子達はいつもいつも、五感で感じ色々吸収しているんだなと改めて感じました。 
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